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強くしなやかな
JR産業を築くために

組織と運動を磨き、責任ある活動を
全力で推し進めよう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
10
月
４
日
、
京
都
市
内
で
第
13
回
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
当
日
は
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟

単
組
を
は
じ
め
、
連
合
加
盟
産
別
、
交
運
労
協
か
ら
総

勢
約
２
５
０
人
が
参
集
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
原
点
に
立
ち
返
り
、
業

務
・
労
働
環
境
の
実
情
・
変
化
に
即
し
た
仕
組
み
を
構

築
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
に
お
け
る

安
全
の
位
置
付
け
や
あ
り
方
を
問
う
と
と
も
に
、
夏
以

降
Ｊ
Ｒ
各
社
で
発
生
し
て
い
る
重
大
な
不
安
全
事
象

に
触
れ
、
労
働
組
合
が
チ
ェ
ッ
ク
・
提
言
機
能
を
果
た
し
、

安
全
確
立
に
向
け
て
邁
進
す
る
決
意
を
共
有
し
た
。

　

10
月
27
日
投
開
票
の
第
50
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
最
重

点
候
補
５
人
、
重
点
候
補
24
人

が
当
選
を
果
た
し
た
。

　

今
次
の
総
選
挙
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
１
１
９
人
の
候
補

者
を
推
薦
し
、
う
ち
「
国
会
議

員
懇
談
会
」
に
所
属
し
て
い

た
前
議
員
を
最
重
点
候
補
、

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
所
属
し
て

い
た
前
議
員
を
重
点
候
補
と
位

置
付
け
、
こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
連
合

へ
の
政
策
支
援
に
応
え
る
べ
く
、

一
丸
と
な
っ
て
選
挙
戦
を
闘
い

抜
い
た
。
改
め
て
ご
支
援
・
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
・
家

族
の
み
な
さ
ま
に
御
礼
申
し
上

げ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
回
の
結
果
を

受
け
、
課
題
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
国
会
議
員
懇
談
会
お
よ

び
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
体
制
の

強
化
を
図
り
、
政
策
課
題
、
組

織
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市
朗

会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

輪
軸
組
立
作
業
に
係
る
デ
ー
タ

改
ざ
ん
や
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
で

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
、

東
北
新
幹
線
の
分
離
事
象
等
に

触
れ
、
「
社
会
の
信
用
を
損
な

う
事
象
の
発
生
に
強
い
危
機
感

再
発
防
止
を
図
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

　

第
１
部
で
は
加
盟
単
組
よ
り
、

離
職
の
影
響
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

等
に
よ
る
安
全
意
識
醸
成
、
教

育
研
修
等
に
つ
い
て
課
題
提
起

を
行
っ
た
。

　

第
２
部
で
は
、
関
西
大
学
安

部
誠
治
名
誉
教
授
よ
り
、
人
や

組
織
で
安
全
を
創
り
上
げ
る
必

要
性
等
に
つ
い
て
、
大
原
記
念

労
働
科
学
研
究
所
松
田
文
子
特

別
研
究
員
か
ら
は
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ァ
ク
タ
ー
を
踏
ま
え
た
安

全
対
策
等
に
関
し
基
調
と
な
る

講
演
を
受
け
た
。

　
第
３
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
安
部
名
誉
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
パ
ネ

リ
ス
ト
に
基
幹
労
連
嶋
野
俊
博

中
央
執
行
委
員
、
Ｊ
Ｒ
東
海
安

全
対
策
部
赤
地
靖
彦
次
長
を
招

き
、
基
幹
労
連
の
安
全
衛
生
の

取
り
組
み
や
労
災
発
生
状
況
、

Ｊ
Ｒ
東
海
の
安
全
文
化
醸
成
の

取
り
組
み
や
事
故
基
準
の
見
直

し
等
が
紹
介
さ
れ
た
。
各
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
は
、
繰
り
返
さ
れ

る
事
故
を
ど
う
防
ぐ
か
、
労
働

力
不
足
と
い
う
環
境
変
化
に
ど

う
対
処
す
べ
き
か
闊
達
な
討
議

が
展
開
さ
れ
、
労
使
が
建
設
的

な
議
論
を
交
わ
し
安
全
を
確
立

す
る
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
吉
田
祥

司
安
全
対
策
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中

央
執
行
委
員
長
）
が
、
労
働
組

合
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
重
要
性

を
述
べ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
安
全
意

識
高
揚
を
図
る
想
い
を
会
場
全

体
で
共
有
し
た
。

熱く討論を繰り広げたパネルディスカッショ
ンの登壇者

最
重
点
候
補（
国
会
議
員
懇
所
属
）５
人

重
点
候
補（
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
）24
人
が
当
選

を
持
つ
べ
き
。

責
任
追
及
で
な

く
現
場
第
一
線

で
働
く
組
合
員

が
関
与
す
る
中

で
不
正
や
隠
蔽

が
発
生
し
て
し

ま
っ
た
原
因
や

背
景
を
検
証
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
分
ゴ

ト
と
し
て
捉
え
、

「社会の信用を損なう事象の発生に強い危機感を持つべき」と呼び
掛ける荻山会長

伴野副会長と選挙戦を戦い抜いたＪＲ東海ユニオンの仲間

泉副会長を囲むＪＲ連合とＪＲ西労組の仲間

最重点候補（議員懇所属）の得票数
当選 泉　健太 （京都３区/副会長） 82,823
当選 伴野　豊 （愛知８区/副会長） 115,282
当選 小川淳也 （香川１区/事務局長） 82,549
当選 原口一博 （佐賀１区/幹事） 96,083
当選 大串博志 （佐賀２区/幹事） 95,581

Ｗebで当選の御礼を述べる小川事務局長

固く握手を交わす
大串幹事

ＪＲ九州労組役員と連帯を
示す原口幹事

第13回安全シンポジウム
労
使
が
「
人
」
の
性
質
に
向
き
合
い

職
場
か
ら
安
全
確
立
の
取
り
組
み
を
創
り
上
げ
よ
う

労
使
が
「
人
」
の
性
質
に
向
き
合
い

職
場
か
ら
安
全
確
立
の
取
り
組
み
を
創
り
上
げ
よ
う

先月の貨物鉄産労に続き

ＪＲ北労組自動車支部で加入
～新規採用者と北鉄労から～

　　ＪＲバスで働く２千人
ＪＲ連合８万４千人の仲間は
勇気ある決断を心より歓迎します

先月の貨物鉄産労に続き

ＪＲ北労組自動車支部で加入
～新規採用者と北鉄労から～

　　ＪＲバスで働く２千人
ＪＲ連合８万４千人の仲間は
勇気ある決断を心より歓迎します

第50回衆議院議員選挙結果を踏まえてのコメント
２０２４年１０月２８日

　第50回衆議院議員選挙において、ご支援ご尽力いただいた組合員や家族の皆さまに御礼
申し上げる。また、推薦候補の必勝に向けて献身的に奮闘されたすべての関係者にも敬意
を表し、心から感謝を申し上げる。
　自民党派閥の政治資金問題や統一教会癒着問題など、与党政治の腐敗と闇が噴出し混乱
する中、第102代内閣総理大臣に就任した石破茂氏は、10月１日付で第214回臨時国会を召
集したものの、わずか９日間で衆議院を解散し、10月15日公示・27日投開票という戦後最
短の選挙戦となった。先立つ９月23日には、立憲民主党が野田佳彦氏を党首とする新体制
を確立し、政権交代実現を目標に掲げ選挙に臨んだ。一方、全289小選挙区のうち、与党
公認候補と、立憲・維新・共産・国民の主要４野党のいずれかの公認候補が「一騎打ち」
の形で争うのは、前回の半数にも満たないわずか52選挙区にとどまり、野党乱立・政権批
判票分散の構図となった。今選挙では、目下の物価高克服に向けた経済・社会政策や、安
全保障政策、激甚化する自然災害への対応等が重要な課題として挙げられたが、さらには、
自民党の「政治とカネ」問題と一連の対応への評価、政治への信頼を取り戻せるかが強く
問われた。
　こうした中、ＪＲ連合は各単組からの推薦にもとづき、連合の方針およびＪＲ連合の掲
げる運動理念や政策に賛同する候補者119名の推薦を決定し、当選に向けた取り組みを全
国で展開した。とりわけ、ＪＲ連合国会議員懇談会の副会長である伴野豊氏（愛知８区）
と泉健太氏（京都３区）や、同事務局長である小川淳也氏（香川１区）、同幹事である原
口一博氏（佐賀１区）、大串博志氏（佐賀２区）の５名を最重点候補に、また「21世紀の
鉄道を考える議員フォーラム」に所属する候補者25名を重点候補に指定し、この間のＪＲ
連合への政策支援に応えるべく一丸となって選挙戦を闘い抜いた。
　10月27日に行われた投開票の結果、与党は大きく議席を失い、とりわけ自民は191議席
（▲65議席）となり単独過半数を確保できず、さらには自公両党でも過半数 233議席を大
幅に下回る215議席（▲73議席）となり、政権交代のあった2009年以来15年ぶりに与党議席
数が過半数を割り込んだ。一方、立憲が148議席（＋50議席）、国民が28議席（＋21議席）
を獲得するなど、野党は大幅に勢力を拡大した。ＪＲ連合は、最重点候補者５名および重
点候補者24名の当選を果たすことができた。
　今選挙では、「政治とカネ」問題をはじめとして与党政治に厳しい審判が下され、まっ
とうな政治への前進、政権交代可能な二大政党制の構築に向けた大きなうねりが生まれた
と言える。一方で、投票率は約54％（推定）と低迷したままである。度重なる自然災害へ
の対応、深刻化する人手不足、労働法制や社会保障、教育・子育てなど、国民の生活に直
結し、かつ個別労使では解決し得ない大きな課題は山積している。与党の過半数割れによ
って政局が大きく動くことになろうが、国民の期待に応える政治を実現できるか、野党側
の真価が問われる。私たちは働く者・生活者に誠実に寄り添う勢力の大同団結を改めて心
から望むが、これからが正念場である。責任ある政治改革を求めるとともに、私たちも連
合の一員として関わりを深めていかねばならない。
　ＪＲ連合は今選挙の結果を受け課題を検証するとともに、国会議員懇談会および議員フォー
ラムの体制の強化を図り、政策課題、組織課題の解決に向け取り組んでいく。併せて、来
夏に控える参議院議員選挙に向けて、そして連合が掲げる「働くことを軸とする安心社会」
の実現に向けて、引き続き組織内で政治活動の意義の浸透やさらなる政治への参画意識の
醸成などについても議論を深め、対応を進めていく決意である。

以上

  第50回衆議院議員総選挙
   国会議員懇談会・
  フォーラム所属議員の当選で
  　  ＪＲ連合の推し進める　　

政策の実現に近づく　

  第50回衆議院議員総選挙
   国会議員懇談会・
  フォーラム所属議員の当選で
  　  ＪＲ連合の推し進める　　

政策の実現に近づく　
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交
運
労
協
は
10
月
10
日
、

「
連
携
・
協
働
・
共
創　

交
通

運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

持
続
的
成
長
を
基
礎
に
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
し
う
る
産
業
政
策
を
実
現
し

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

第
40
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

向
こ
う
１
年
の
活
動
方
針
を
決

定
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、

荻
山
会
長
が
副
議
長
、
慶
島

譲
治
特
別
執
行
委
員
が
事
務

局
長
、
政
所
大
祐
事
務
局
長
が

幹
事
と
し
て
参
画
し
た
ほ
か
、

地
震
や
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
災

害
の
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
と
、

世
界
各
地
で
広
が
る
戦
禍
に
つ

い
て
一
日
も
早
い
終
結
を
願
う

旨
を
述
べ
た
。
ま
た
、
公
共
交

通
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
、

改
正
地
域
交
通
法
の
も
と
で
の

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

再
構
築
、
物
流
に
関
す
る
課
題

へ
の
対
応
な
ど
を
重
要
課
題
と

し
て
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
解
決
の

た
め
に
も
、
来
る
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
い
て
推
薦
す
る
全

候
補
者
の
必
勝
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
仲

間
の
結
集
を
求
め
た
。

　

来
賓
と
し
て
連
合
の
清
水
秀

行
事
務
局
長
、
厚
労
省
・
国
交

省
の
代
表
者
、
推
薦
議
員
懇
談

会
の
近
藤
昭
一
会
長
、
辻
元
清

美
副
会
長
、
森
屋
隆
事
務
局
長

ら
国
会
議
員
が
出
席
し
、
連
帯
・

激
励
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
報
告

と
各
議
案
の
提
起
が
行
わ
れ
、

質
疑
応
答
で
５
人
の
総
会
代
議

員
が
発
言
に
立
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
、
石
川
敏
也
産
業
政

策
局
長
が
「
安
全
の
確
立
」

「
貨
物
鉄
道
政
策
」
「
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
」

の
３
点
に
つ
い
て
発
言
し
、
交

運
労
協
の
力
強
い
取
り
組
み
を

要
請
し
た
。
ま
た
、
近
畿
交
運

労
協
の
西
村
誠
事
務
局
長
（
Ｊ

Ｒ
西
労
組
出
身
）
が
「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
問
題
に
係
る
取
り
組
み
」

「
地
方
交
運
労
協
と
し
て
の
組

織
横
断
的
な
運
動
の
効
果
・
意

義
」
な
ど
に
つ
い
て
発
言
を
行
っ

た
。
慶
島
事
務
局
長
か
ら
の
答

弁
を
経
て
、
す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
10
年
に
わ

た
っ
て
議
長
を
務
め
た
住
野
議

長
が
退
任
し
、
新
た
に
池
之
谷

潤
議
長
（
私
鉄
総
連
）
を
選
出

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
、
慶
島
事
務
局
長
が
再
選

、
荻
山
会
長
と
政
所
事
務
局
長

が
副
議
長
・
幹
事
に
そ
れ
ぞ
れ

再
選
さ
れ
、
新
体
制
が
確
立
さ

れ
た
。

　

最
後
は
池
之
谷
新
議
長
に
よ

る
熱
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉

会
し
た

保
地
区
の
皆
さ
ん
と
郷ご

う

役え
き

で
協
働

集落を囲むせぎ（側溝）を整備
する参加者

執
行
部
と

各
単
組
か

ら
総
会
代

議
員
６
人

と
、
地
方

交
運
労
協

派
遣
役
員

が
出
席
し

た
。

　

冒
頭
、

挨
拶
に
立っ

た
住
野
敏

彦
議
長
は

能
登
半
島

に
お
け
る

ど
、
様
々
な
課
題
を
加
味
し
た
う
え
で
ダ

イ
ヤ
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
様
の

利
便
性
が
第
一
に
な
る
よ
う
日
々
、
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
最
近

ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
始
め
て
み
る
と

ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
い
く
爽
快
感
に
ハ
マ
り

ま
し
た
。
ま
だ
始
め
て
数
か
月
で
す
が
コ
ー

ス
に
も
デ
ビ
ュ
ー
し
、
カ
ー
ト
に
乗
ら
ず

（
乗
れ
ず
？
）、
自
然
の
中
を
走
り
回
る

だ
け
で
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
部
・
支
部
・
分
会
の
連
携

を
密
に
し
、
ま
ず
は
参
加
し
た
く
な
る
組

合
活
動
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
本
社
支
部
執
行
委
員
長

の
寳
田
で
す
。
本
社
支
部
運
輸
部
分
会
長

を
経
て
、
２
０
２
１
年
９
月
か
ら
執
行
委

員
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　

本
社
支
部
は
、
同
じ
建
物
の
中
に
い
て

も
知
り
合
う
こ
と
の
な
い
仲
間
が
意
外

と
多
い
た
め
、
組
合
を
通
じ
分
会
の
枠
を

超
え
て
繋
が
っ
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
企

画
・
管
理
業
務
特
有
の
課
題
に
対
し
職
場

環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
日
々
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
３
年
に
Ｊ
Ｒ
四
国
に
入
社

し
、
宇
和
島
駅
で
の
制
御
所
指
令
員
を

経
て
現
在
は
運
輸
課
で
輸
送
指
令
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
に
輸
送

指
令
長
に
任
命
さ
れ
、
四
国
中
の
運
行
管

理
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
慣
れ
な
い
な

が
ら
も
日
々
の
安
定
・
安
全
輸
送
に
勤
め

て
い
ま
す
。
ま
た
ダ
イ
ヤ
作
成
の
基
本
担

当
と
し
て
本
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は

徳
島
線
、
現
在
は
土
讃
線
・
予
土
線
の
改

正
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
設
備
・
要
員
な

役員紹介

四
国
旅
客
鉄
道
労
働
組
合（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

　
　
　
　
　
本
社
支
部

執
行
委
員
長

 

寶 

田　

  

晃 

さ
ん

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
９
月
28
日
〜
29

日
、
２
０
０
８
年
か
ら
交
流

の
あ
る
、
山
梨
県
早
川
町
で

の
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
早
川
町
役
場
と
連
携
し

て
実
施
し
た
。　

　

一
日
目
に
は
、
本
年
11
月
で

引
退
を
表
明
し
て
い
る
辻
一

幸
町
長
か
ら
激
励
を
受
け
、

「
44
年
間
町
長
を
務
め
る
中
で
、

リ
ニ
ア
の
建
設
な
ど
も
あ
っ
た

が
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆
さ
ん
と
の

信
頼
関
係
の
も
と
、
リ
ニ
ア
建

設
推
進
の
立
場
で
応
援
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
連
合
の

皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
頂
き
た

い
」
と
感
謝
と
連
帯
の
挨
拶
を

受
け
た
。

　

そ
の
後
、
集
落
の
山
側
を
囲

む
獣
害
防
止
柵
が
雑
草
で
覆
わ

保
地
区
の
皆
さ
ん

と
の
昼
食
懇
談
会

も
実
施
し
、
保
地

区
の
住
民
も
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
頬

を
緩
ま
せ
て
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

Ｊ
Ｒ
産
業
が
社
会

れ
て
い
る
た
め
、
参
加
者
全
員

で
柵
周
辺
の
草
刈
り
や
柵
に
絡

み
つ
い
た
ツ
ル
取
り
な
ど
を
行
っ

た
。

　

２
日
目
は
、
用
水
路
の
周
辺

整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
整
備
、

公
民
館
近
辺
の
環
境
整
備
等
、

こ
の
日
も
草
刈
り
を
中
心
に
活

動
し
た
。
作
業
終
了
後
は
、
地
元

の
支
え
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
今
一
度
認
識
し
、

今
後
も
地
域
社
会
に
必
要
不
可

欠
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
引
き
続
き
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
掲
げ
る
と
お
り
、

社
会
と
繋
が
り
、
地
域
と
繋
が

り
、
他
産
業
・
労
働
組
合
の
仲

間
と
繋
が
っ
て
い
く
。

辻一幸早川町長

保地区の皆さんとＪＲ連合からの参加者

地域活性化ボランティア
山梨県早川町

社会と繋がり
地域と繋がり

石川産業政策局長

「連携・協働・共創」のもと一丸となった取り組みを要請

交運労協第40回定期総会
持続可能な
交通運輸・観光サービス産業の

確立をめざす

守
る
た
め
に
も
カ
ス
ハ
ラ
防
止

の
世
界
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

必
要
で
は
な
い
か
と
問
い
か

け
た
。

　

１
週
間
に
及
ぶ
長
期
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た
世
界
大

会
に
お
い
て
、
参
加
者
は
各

国
の
代
議
員
ら
と
も
交
流
を

深
め
た
。
そ
し
て
、
国
際
連

帯
を
通
じ
て
、
安
全
を
基
礎

に
、
権
利
を
保
護
し
、
平
等
で

平
和
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、

世
界
の
交
通
運
輸
労
働
者
が
団

結
し
て
運
動
す
る
こ
と
を
誓
い

合
っ
た
。

　

国
際
運
輸
労
連
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）

は
10
月
13
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
、
モ
ロ
ッ
コ
・
マ
ラ
ケ
シ
ュ

市
内
に
お
い
て
第
46
回
世
界
大

会
を
開
催
し
た
。
日
本
か
ら
は

交
運
労
協
に
加
盟
す
る
各
産
別

か
ら
約
60
人
が
代
議
員
・
傍
聴

者
と
し
て
出
席
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
荻
山
会
長
、
上
村
良
成

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
、
吉
田

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
執
行
委
員

長
（
同
副
会
長
）
、
住
吉
一
家

国
際
局
長
、
寶
地
雄
大
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
委
員
、

奥
田
浩
司
同
関
西
地
本
書
記
長
、

石
田
原
潔
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執

行
委
員
、
中
村
鉄
平
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
書
記
長
の
８
人
が
参
画

し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｆ
世
界
大
会
は
５
年
に

一
度
開
催
さ
れ
る
大
会
で
あ
り
、

全
体
会
議
の
ほ
か
鉄
道
・
観
光
・

航
空
な
ど
多
く
の
部
会
で
構
成

さ
れ
、
向
こ
う
５
年
間
の
運
動

方
針
や
各
国
か
ら
提
出
さ
れ
た

動
議
の
審
議
、
役
員
選
挙
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
次
大

会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

の
参
加
者
は
全
体
会
議
の
ほ
か
、

鉄
道
部
会
総
会
お
よ
び
都
市
交

通
部
会
総
会
に
参
加
し
た
。

　

鉄
道
部
会
総
会
で
は
、
住
吉

国
際
局
長
が
発
言
に
立
ち
、
福

知
山
線
列
車
事
故

の
教
訓
を
踏
ま
え

た
Ｊ
Ｒ
連
合
の
安

全
確
立
の
取
り
組

み
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
労
働
者

は
安
全
に
働
く
必

要
が
あ
り
、
こ
れ

は
世
界
共
通
の
課

題
だ
と
訴
え
た
。

ま
た
、
都
市
交
通

部
会
総
会
で
は
、

寶
地
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
中
央
執
行
委
員
が
発
言

に
立
ち
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
実
態
や
日
本
国
内
に

お
け
る
交
運
労
協
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
労
働
者
を

国
際
運
輸
労
連
第
46
回
世
界
大
会

Ｗ
Ｅ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

世
界
を
動
か
す
交
通
運
輸
労
働

寶地雄大代議員

住吉一家代議員

パレ・デ・コングレ（大会会場）前にて


